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特定非営利活動法人　視覚障害者の就労を支援する会
１．事業の成果　　定款上の「事業の種類」ごとに記載してください。

（１）相談事業は他団体への出展による面談により相談が大幅に増え、眼科関係者からの紹介も増えた。
　　　関係団体・施設との連携、協力により７か所に出展し活動の幅が広がった。　　　
（２）交流事業は徐々に対面を増やしオンラインと対面を組合せ全国に発信ができた。交流会・タートルサロン・テーマ別サロンは計画どおり実施した。女子会、勉強会は実施できなかった。
（３）情報提供事業は職場で多くのICTのアクセシビィリティに関する困りごとに対して、ICTプロジェクトの活動により、視覚障害者が必要とする情報を提供し多くの疑問に応えることができた。
アクセシビリティに配慮した㏋のリニューアルも完成し、広報チームの発足に伴い、ＳＮＳによ
る情報発信も積極的に行った。情報誌の発行は１回と計画どおりにできなかったことが課題である。
　　　日本ロービジョン学会学術総会や視覚リハビリテーション協会での講演は全国への認知を深めた。

２．事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業　　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【 1,606 】千円）
	定款に記載
された
事業名
	事業内容
	日時
	場所
	従事者
人数
	受益
対象者
範囲
	受益
対象者
人数
	事業費
千円

	相談及び職場
定着支援事業
	・眼科医や歩行訓練士を
同席としたロービジョン相談会のオンライン開催
・電話メールによる相談
[bookmark: _Hlk169977677]・日本ロービジョン学会学術総会講演
・日本臨床眼科学会講演
	毎月第4土曜
（12回）

随時
総数665件
7月

9月
	担当者自宅


担当者自宅
東京都

東京都
	
延べ
約
120名

3名

2名
	障害者、家族、企業関係者、医療関係者、その他　　
	23名

209名


約400名

約100名
	
254
千円
　

	交流及び研修
事業
	・交流会


・タートルサロン


・テーマ別サロン

	9・11・3月


毎月第3土曜
※9・11・3月
除く
偶数月第1日曜日

	担当者自宅
戸山サンライズ
担当者自宅


担当者自宅




	延べ
約15名

延べ
約45名

延べ
約30名


	
障害者、家族、企業人事担当者、就労支援関係者等　
	延べ
約300名

延べ
約270名

延べ
約210名


	92
千円

	情報提供及び
就労啓発事業
	・情報誌タートル発行

・ICTプロジェクトによるWebでの情報発信と啓発

・視覚障害関連アンケート協力
・ＳＮＳの配信

	年１回発行
随時掲載
奇数月第1日曜

調査、随時

適宜
	担当者自宅

担当者自宅


担当者自宅

担当者自宅
	延べ
約40名
延べ
約50名

５名

６名
	障害者、家族、企業人事担当者、就労支援関係者等　
	約
2,000名

延べ
約300名


	1,261
 千円


（２）その他の事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【　0　】千円）
	
定款に記載された
事業名
	事業内容
	日時
	場所
	従事者
人数
	事業費
（千円）

	なし
	
	
	
	
	



